
No.102
January

2026. 1

東京ワーカーズ・コレクティブ協同組合 http://www.tokyo-workers.jp

もうひとつの働き方を選ぶための情報誌

東京ワーカーズ・コレクティブ協同組合情報誌「せれくと」No.102
〒160-0021　東京都新宿区歌舞伎町2-19-13  ASKビル

TEL：03-3207-1941　FAX：03-3207-1945
E-mail　office@tokyo-workers.jp
http：//www.tokyo-workers.jp

発行日　2026年1月31日
編　集   ワーカーズ・コレクティブ  企画編集・のもの
年間購読料　600円 (年4回発行)

さいとう　ようこ

ゴミ拾いから始まった

　新型コロナウイルス感染が拡大し始めた頃、
町のあちこちにゴミが落ちているのが気になるよう
になりました。地域の町会や学校などによる清掃
活動が、コロナ禍で休止したことも影響していた
ようです。そこで友人を誘い、散歩がてらゴミ拾
いを始めました。驚くほどのペットボトルや空き缶、
たばこの吸い殻、ビニール傘を拾ううちに、マイ
クロプラスチックの問題や喫煙マナーなど、さま
ざまな社会課題が見えてきました。そして、「ゴミ
問題から世の中を変えたい ！」と、ゴミ拾いに
取り憑かれた仲間と「世田谷ゴミ拾い研究所」
を立ち上げました。
　現在は、小学校へ出向いて環境教育の出前
授業も行っています。地球温暖化や海洋プラス
チック問題などについて、ゲームを交えながら、
子どもたちと一緒にゴミについて考えています。
ゴミ問題の根本的な解決には、国や企業の取り
組みが欠かせません。しかし、ゴミ拾いは今日
から、誰でも一人でも始められる行動です。身
近な一歩が地球環境汚染を止める力になります。

ゴミを出さない店

　日常的にゴミを減らす工夫をしていますが、買
い物をするだけでゴミは増えてしまいます。エコ
バッグを持参しても、中身はプラ包装だらけ。そ
こで「売る側もゴミを減らさなくては」と考え、量
り売りの店を始めること
にしました。2022年7月、
祖母の店があった世田
谷区上馬の中里商店

東京都世田谷区出身。東日本大震
災後から被災者支援活動に参加。
ゴミやポイ捨てを考える「世田谷ゴ
ミ拾い研究所」代表。2022 年 7
月、世田谷区上馬に「ゼロウェイス
トショップ＆カフェつるかめ商店」を
開店。

第39回（2025年 9月）支援基金の助成をうけました
東京ワーカーズ・コレクティブ支援基

【パン焼き釜とフライヤーの修繕費用】
　パンの家ラ・ママンは2025年 12月で36周年を迎え
ました。
　使用しているパン焼き釜はラ・ママン創業の1年前に製
造された中古品を当店舗で使い始めました。53cm ×
38.5cmの鉄板が4枚入る釜が3段のかなりの大きさ。現

在このサイズの釜はホテルの厨
房など大型店舗でしか見かけな
いものです。中段と下段はレン
ガが敷き詰められ熱伝導が良い
つくりとなっています。下段が使
用している最中に設定温度を超
え、油断するとパンが焦げてしま
うことがあり、今回の修繕となり
ました。

支援基金は地域に必要な
ワーカーズの事業をお互いに
支え合うための助成制度です。

　カレーパンやドーナツなど揚げ物に使用す
るフライヤーの不具合もあり、ドーナツの大
量注文が入ったときなど大変でした。温度管
理部分のセンサー誤作動で不意に止まる動作
が改善されました。
　パン焼き窯もフライヤーも、パンを製造す
るのに欠かせない道具です。これからも大事
につかっていきます。ありがとうございました。

企業組合ワーカーズ・コレクティブ　ラ・ママン　伊藤　美樹
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小金井コース＠わおん

テーブルいっぱいに並んだ
東京の食のワーカーズの料理
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「ワーカーズ・コレクティブの
働き方・入門編」
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40種以上のハーブティー。
オリジナルブレンドも調合します

ドライフルーツや
国産野菜の乾物類

カフェは語らいの場。
共同経営者の夫の齋藤辰志さん（奥）

つるかめ商店 世田谷ゴミ拾い研究所

街に「ゼロウェイストショップ＆カフェ つるかめ商
店」を開店。ハーブティーやドライフルーツ、ナッツ、
乾燥野菜などを必要な分だけ、持参した容器や
袋で購入できます。容器がない人にはラベルなし
の袋を用意し、カフェでも自家製炭酸水や袋なし
のおしぼりなど、廃棄物ゼロを目ざしています。
応援してくれる人が少しずつ増え、店は一人でも
子ども連れでも気兼ねなく過ごせる地域の居場
所になってきました。
　店を持ったことで活動の幅も広がりました。フー
ドロスを出さない「夜のパン屋さん」の取組みを
知り、2024年12月から店の軒先を出店場所とし
て提供しています。2025年10月には、10年ぶり
に商店街の中里まつりを復活。大盛況の中、割
り箸はリサイクル、数百個のプラ容器は洗って回
収、生ゴミはコンポストで堆肥化。可燃ゴミは70
リットル袋1つだけに抑えられました。
　たくさんの人とのつながりが生まれ、新たなア
イデアが育ちます。児童養護施設のチャリティー
バザーや、若い人の仕事を応援するイベントも開
催しています。「たかがゴミ、されどゴミ」。楽し
みながら環境問題に向き合い、まずは店を続け
ることを大切に、これからも暮らしの中から環境
への気づきを広げる活動をしていきます。



シンポジウム：
協同労働の価値と可能性

主人公は自分 ～協同で働き、ともに生きる～

29日

11/30
分科会

11/29
全体会

30日
11月
2025

事業は継続しなけりゃ意味がない！
～模索・挑戦・希望～ 

第 4分科会

　2025年11月29日・30日、東京では10年ぶりとなるワーカ
ーズ・コレクティブ全国大会が開催されました。43年にわたり
ワーカーズ・コレクティブが実践してきた協同労働を、あらゆる
視点からあらためて捉え直し、新たな段階へと歩みを進めるた
めのステップと位置付けることができました。
　29日は全体会と懇親会、30日は分科会・自主企画・ツアー
企画が行われました。大会全体を通して、「現場の事業所と、そ
こではたらく一人ひとりが生き生きと働けているか」を軸に据え
たテーマが共有されました。2022年に制定された労働者協同
組合法は、若者をはじめとした協同労働による起業を後押しし
ており、より自由で主体的な事業の広がりへの期待を感じさせ
る大会となりました。

　「NPO法人ワーカーズ風ぐるま（東京）」は事業継続のた
めに違う団体と事業統合し新たな活動を広げました。「労
働者協同組合ワーカーズ・コレクティブハニー Bee」は受
託事業を広げながら新規事業で多様な働き方を実現しま
した。「ワーカーズ・コレクティブ苺（群馬）」は一人から出
発し困難を乗り越える度に新しい人との出会いで２つの事
業を続けています。「労働者協同組合こども編集部（兵庫）」
は子どものための地域活動が、あっという間に地域社会と
連携し協働による持続可能な運営を始めました。
　「これをやる！」という自分発と、変化をポジティブに受け
入れる姿勢が４つの例の共通点でした。（細谷正子）

違っていてOK ！「共に働く」
～始まりはここに居るひとりから～ 

第 5分科会

　「ワーカーズ・コレクティブ地域のかまど（長野）」は働
きづらさを抱えたメンバーと共に働き、生活クラブの共同
購入の食パンを供給しています。「（株）髙橋徳治商店（宮
城）」は東日本大震災当時の石巻の子どもたちの様子と成
長した子どもたちの抱える心の問題から、「野菜加工場」
を立ち上げて引きこもっていた青年たちの働く場として、心
の回復につなげています。「（N）コンチェルティーノ」は生
活クラブ組合員が障がいを持つ子どもの働く場を求めてい
たことをきっかけに事業を始め、現在約 60 人の一人ひと
りの必要に応じた働き場に広がっています。「生活クラブ生
協東京」は2025年度から本格取組みを実施した東京ワー
カーズ・コレクティブとの共同事業「サポすけ（お掃除の
家事支援事業）」を紹介しました。
　全体を通して「何のために働くのか」「幸せになるため！」
だったよね。そして時間をゆっくりかけることで互いが理解
でき、成長する事を、仕事の現場で行う事の大切さが伝
わりました。（和田安希代）

パートナーシップで
生み出す価値

～異なる協同組合がともに
すすめるまちづくり～　

第 1分科会

　生活クラブ生協から生まれたワー
カーズ・コレクティブ運動は、生活ク
ラブ神奈川のデポー運営を担うこと
から始まり42年となります。生活クラ
ブとワーカーズ・コレクティブの２つ
の異なる協同組合が築いた対等な
協力関係の実践例を神奈川、熊本、
埼玉、WNJ、長野の 5団体から組合
員、ワーカーズメンバー、生協職員
がそれぞれの立場から発表しまし
た。
　そこから「よりよい地域のまちづく
り」には、ワーカーズが欠かせない
ものであり、生協にとっても必要不
可欠なパートナーであり、組合員・
ワーカーズ・生協の3者のパートナー
シップの重要性とワーカーズの組織
力向上の必要性を感じた分科会でし
た。（武田一恵）　

地域の悩みを食で解決！ ！
つながることから始めよう 　

第 2分科会

　生きていくために大切な食べる
事をキーワードに食の５つのワー
カーズ・コレクティブが地域の課題
に取り組んでいる事例が発表され
ました。それぞれの事業所が地域
で必要とされていることに目を向け
て、商工会とつながったり、大学生
とコラボして商品を企画したり、助
成をうけるなどして、生活クラブと
連携して継続させるための努力をし
ている報告を聞き刺激を受けまし
た。それぞれのワーカーズがその
地域のなかで重要な架け橋になっ
ていると感じました。（熊谷龍子）　

人とのつながりで、
地域を元気に

～世代を超えて、たすけあい
支え合いのコミュニティづくり～　

第 3分科会

　地域に必要とされる多世代の居
場所作りの事例報告がありました。
インターネットなどが十分に普及し
た現在は、それぞれが自分の好き
なコミュニティに参加できる世の中
になっていたり、困っている事につ
いて行政に相談すれば多くの課題
は解決できるようにもなっていま
す。しかし、それだけでは受け入
れられない事例として、居場所を作
り、対応していることを改めて学ぶ
機会となりました。（畑謙一郎）

　1日目に行われた全体会は、「腑におちる働き方で、心も身
体もチャキチャキさ！」をテーマに開催されました。イントロダク
ションでは、駒澤大学の松本典子さんが報告を行いました。松
本さんは、静岡県磐田市で「労働者協同組合いわたツナガル
居場所ネットワーク」を立ち上げた当事者であり、その設立に
至る経緯や現場での実践を交えた報告は、参加者の関心を強
く集めました。
　続いて、「エイトバードカンパニー労働者協同組合」の溝呂
木崇也さん、「労働者協同組合わっぱ社会的協同組合」の荻
野直人さん、「アーバンズ合同会社」の田井勝さん、「NPO・
ACT 保谷たすけあいワーカーズハミング」の金見芳子さんが
登壇し、それぞれの事例報告を行った後、パネラー同士による
ディスカッションが行われました。最後に、松本さんからパネル
ディスカッション全体を受けたコメントがあり、議論を深めまし
た。若い世代による起業の事例からは、協同労働を楽しみな
がら主体的に取り組む姿が伝わり、今後の広がりを感じさせる
非常に意義深い全体会となりました。（若畑省二）

第17回ワーカーズ・コレクティブ全国大会 ㏌ TOKYO
大会報告

全体会、分科会、自主企画：日本教育会館一ツ橋ホール 

懇親会：練馬区立区民・産業プラザ「ココネリホール」

参加者（オンライン含む）：1,108人

後援自治体：26

仲間とともに働き場づくりを進める
ワーカーズメンバーが全国から参加

協同労働を選んだ4団体からの「腑におちる働き方」の報告

左から
松本典子さん、
荻野直人さん、
溝呂木崇也さん、
田井勝さん、
金見芳子さん

「協同で働くことの
しんどさと楽しさ
を確認しあいたい」
と和田安希代さん
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オリジナルブレンドも調合します

ドライフルーツや
国産野菜の乾物類

カフェは語らいの場。
共同経営者の夫の齋藤辰志さん（奥）

つるかめ商店 世田谷ゴミ拾い研究所

街に「ゼロウェイストショップ＆カフェ つるかめ商
店」を開店。ハーブティーやドライフルーツ、ナッツ、
乾燥野菜などを必要な分だけ、持参した容器や
袋で購入できます。容器がない人にはラベルなし
の袋を用意し、カフェでも自家製炭酸水や袋なし
のおしぼりなど、廃棄物ゼロを目ざしています。
応援してくれる人が少しずつ増え、店は一人でも
子ども連れでも気兼ねなく過ごせる地域の居場
所になってきました。
　店を持ったことで活動の幅も広がりました。フー
ドロスを出さない「夜のパン屋さん」の取組みを
知り、2024年12月から店の軒先を出店場所とし
て提供しています。2025年10月には、10年ぶり
に商店街の中里まつりを復活。大盛況の中、割
り箸はリサイクル、数百個のプラ容器は洗って回
収、生ゴミはコンポストで堆肥化。可燃ゴミは70
リットル袋1つだけに抑えられました。
　たくさんの人とのつながりが生まれ、新たなア
イデアが育ちます。児童養護施設のチャリティー
バザーや、若い人の仕事を応援するイベントも開
催しています。「たかがゴミ、されどゴミ」。楽し
みながら環境問題に向き合い、まずは店を続け
ることを大切に、これからも暮らしの中から環境
への気づきを広げる活動をしていきます。


